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平成28年11月17日（木）　　　司会：馬場　勇治　　　記録：小嶋　彩香
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・インフルエンザの予防接種予診票は相談室にある為、接種時に忘れずに持参してください。また、申込みを忘れたスタッフは検査チームに早急に連絡してください。
・行動観察メモを11/18(金)までに小嶋に提出してください。

・小笠原キワ様が午後デイケア見学予定。
・デイケア利用者がナイトケアの時間帯に来所した際は、情報をナイトケアの日誌に残すようにしてください。

・年末調整についてのお知らせがWIZ掲示板にアップされている為、各自で確認するようにしてください。

・クリスマス会の企画書に訂正箇所があるため、担当者（藤田、馬場、斎藤）で話し合い、再提出してください。
・松川順子様に関する情報
　社会福祉協議会の日常生活自立支援事業「あっぷるハートはちのへ」で金銭管理を行うこととなり、デイケアの昼食費は1ヶ月分前払いする予定となっている。12/20前後での退院予定となっており、退院前にケア会議を開催予定（担当：小滝）。

・青風荘で義歯を装着している人に関しての情報提供
　今までは、義歯の管理をスタッフで行っていたが、今後は自分で管理し、洗浄も行っていくとのこと。
＜利用者様情報＞
デイケア

・植村　啓祐　様～現在、就労継続支援B型「ラボーロ」を利用しており、工賃が6000円程発生している。母より、その工賃から医療費を出すようにと言われたとのことでスタッフに相談がある。医療費を支払うと残金は2000円しか残らないため、医療費を自分で払うのであればデイケアを辞めたいと話している。まずは、主治医に相談してみるように伝えている。
・淡路　智恵子様～「青木さんに灰皿を貸したら、穴をあけられた」、「本多さんがいただきますと大きな声で言う」等と他メンバーの不満を訴えている。スタッフを変えて「東海林さんや富美さんはヤクザ」等とも話している。実際に本人がいる前では同様の訴えはなく、本人なりに気をつかって話している様子は見受けられる。古舘ヨリ様への不満も話しており、距離をとるように伝えるが、「向こうにも変な人がいる」等と話し、いつもの席で過ごしている。対人関係に関する訴えが多くなると、1人暮らしを希望する訴えに繋がることが多いため、言動に注意し関わっていく。
・大久保　律子様～本日、電話があり「デイケアに置いてある荷物をスタッフが持って来てくれると約束をした」と話している。本日出勤しているスタッフに確認するがそのような話は情報共有されておらず、本人と恒夫様の話によると担当スタッフと約束をしていたとのこと。本日、担当スタッフが忌引で休みであることを伝えると、少しは落ち着きを取り戻すが、恒夫様が口調を荒げる場面がある。また、律子様はデイケアを退所したと思っており、スタッフとの見解に食い違いが見られる。
　　　　　　　　→このやりとりに関して①担当スタッフと約束しているだけで情報共有がされていない、②それによってさらにデイケアへの不信感や妄想が強まる可能性がある、③退所に関しては主治医から許可が下りているとのことだが事実確認をしていない、④自分で荷物を運ぶことが出来る人であるのにかかわらず不必要な手伝い（荷物を外来に運ぶ）をしている点が問題点として挙げられる。クレームレポートを作成していく。

デイナイトケア
・千葉　輝夫　様～普段来所する時間に来ず、バスにも乗っていなかったとデイケアメンバーより情報がある。また、次のバスにも乗っていないため9：20に本人の携帯電話に電話すると、コールはなるが電話には出ない。再度電話をすると繋がり、現在地を聞くと「わからない」とのこと。周りにある建物や目印を聞くと、八戸駅付近にいることが判明し、スタッフが迎えに行っている。どうやって駅まで行ったのかを尋ねると「歩いてきた」「土手を見た」等と話しているが、真偽は不明である。青陽館についてからは、大きな変化はないが、茫然とした感じで過ごしており、「お忙しいなかすみません」と何度もスタッフに謝罪をしている。息子様に情報提供をすると、「今後このようなことが続いた場合は、対処法を考えていく」とのこと。主治医にも情報提供していく。

ナイトケア
・中居　美津子様～ナイトケアで下妻康貴様がいない日に早く帰ろうとすることが続き、スタッフの助言を聞き入れないことが増えてきている。対応方法について今後検討していく。
・八木橋　牧雄様～昨日は断酒会に参加している。年末年始の幸房の予定をもとに、抗酒剤の確認場所を決めていくこととしている。

＜外来情報＞

・奥山　以依子様～掃除をやっているが、やってないと言われると話している。めまいは朝ふらつく程度であるとのこと。顔はこすりすぎて赤くなることや絵本を読んでいることを話している。
・久慈　邦夫　様～病状は安定しているとのこと。インフルエンザの予防接種を実施している。
・船場　幸子　様～食欲や睡眠はとれており、特に変わりなく生活していることを報告している。
・坂本　健治　様～20日に選挙があるため日帰りで三戸に行ってくることを報告している。大学受験の勉強をしていることも報告している。
・中居　美津子様～クマ（飼い猫）の話をしている。＜ストーカーはどうですか＞という医師の問いに対して、そのせいでバスを30分待つことになったと答えている。
・鹿原　博夫　様～寒さ対策について聞かれると、「こたつもストーブもあるため暖をとれている」と答えている。
・前野　義勝　様～腰の痛みがあり、ナパゲルン軟膏を希望し処方となっている。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　野月　利章　様　）

実施日：H28年11月17日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：藤田・戸賀沢・石渡

参加者： 小嶋・赤坂・藤田・馬場・石渡・田中・古川

検討内容目標・計画の見直し

	氏名
	野月　利章　様
	性別
	男
	年齢
	33
	生年月日
	S57.7.26

	主病名
	適応障害・軽度精神遅滞
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	病状の安定化を図り､衝動行為なく生活することが出来る。

	本人希望
	デイケアで好きな作業活動をして過ごしたい。将来についてはまだ分からないので、これから考えたい。

	家族希望
	生活リズムを整えて、金銭管理ができるようになってほしい。

	入院歴
	計　3　回（最終：H27.12.9～H28.10.21）

	通所歴
	3回目

※今回：H28.10.25～現在（週2回/火･金曜日）

	その他サービス利用
	青山荘、青明舎

	· 住居：青山荘
	家族構成







	利用制度
	自立支援医療新規申請中・愛護手帳Ｂ・障害基礎年金２級


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	基本的生活リズムを獲得し、衝動行為なく過ごすことができる。
	①集団で過ごす上でのルールを学び、衝動的な行動に至らない。
	①プログラム開始時刻・帰宅時間を守りデイケアで過ごす。
	①プログラムへの参加時間に実施場所へ移動できるよう、スタッフが声掛けを行う。自ら移動をした際には評価を行う。帰宅時間を過ぎてもデイケアで過ごそうとする様子がみられた際は、理由を確認しそれにあった対処をする。

	
	②服薬管理を確実に行う。
	②服薬時、スタッフへ声掛けを行い服薬する。
	②服薬時、自らスタッフへ声掛けを行った際に評価をする。忘れている際にはスタッフから声掛けを実施する。帰宅時には点眼液等を忘れないよう声掛けを行う。

	
	③自身の体調を正確に把握し､自分で対処することが出来る。
	③体調不良時、不調時にスタッフへ相談する。対処法を聞き、実践できる。
	③体調や困りごとなど、スタッフが声掛けを行う。自ら訴えがあった際には、スタッフとともに対処方法を考える。


【検討内容】目標内容・関わり方の検討

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①プログラム開始時刻・帰宅時間を守りデイケアで過ごす。
	・プログラム開始直前まで私物を広げていることや、移動を行わない様子があり声掛けをして対応をしている。16：00を過ぎてもデイケアで過ごそうとする様子があり、利用時間を確認し帰宅を促している。（達成度20％）
	・時間枠で行動ができるよう行動の観察や、必要に応じて声掛けを行っていく。目標は継続していく。

	②服薬時、スタッフへ声掛けを行い服薬する。
	・目薬をデイケアに置いたまま帰宅することや、昼食後にすぐ服薬せず、少し間を置いて思い出し服用している。忘薬はなし。
	・必要に応じて服薬を促していく。薬を置いて帰ることがないよう、スタッフも確認を行う。目標は継続する。

	③体調不良時、不調時にスタッフへ相談する。対処法を聞き、実践できる。
	・体調について具体的に話すことはなく、「ダメだ」と大袈裟に表現をすることが多い。また、体温測定に関して虚偽の値を記載することがある。
	・本人より体調不良について大袈裟な訴えがあｋつた際は、スタッフが落ち着いて対応する。また、可能な際は具体的な症状を本人が説明できるよう介入する。体温測定の値があきらかにおかしい際は再度測定を促す。目標は継続する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	基本的生活リズムを獲得し、衝動行為なく過ごすことができる。
	①集団で過ごす上でのルールを学び、衝動的な行動に至らない。


	①プログラム開始時刻・帰宅時間を守りデイケアで過ごす。
	①プログラムへの参加時間に実施場所へ移動できるよう、スタッフが声掛けを行う。自ら移動をした際には評価を行う。帰宅時間を過ぎてもデイケアで過ごそうとする様子がみられた際は、理由を確認しそれにあった対処をする。

	
	②服薬管理を確実に行う。
	②服薬時、スタッフへ声掛けを行い服薬する。
	②服薬時、自らスタッフへ声掛けを行った際に評価をする。忘れている際にはスタッフから声掛けを実施する。帰宅時には点眼液等を忘れないよう声掛けを行う

	
	③自身の体調を正確に把握し､自分で対処することが出来る。
	③体調不良時、不調時にスタッフへ相談する。対処法を聞き、実践できる。
	③体調や困りごとなど、スタッフが声掛けを行う。自ら訴えがあった際には、スタッフとともに対処方法を考える。また、バイタル測定後、値の確認を行い必要に応じて再度測定を実施する。身体不調に対して大袈裟な表現があった際はスタッフが落ち着いて対応する。また、可能な際は具体的な症状を本人が説明できるよう介入する。


